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　ミョウガZingiber　Mioga　Roscoeには辛味と芳香があって風味が高尚なので香味料・薬味
として各種の調理に添用されたり，吸物や漬物として古くから広く用いられている。
　美也宇賀・女賀・米加・米賀・名荷・嚢荷・ゆづりぐさ・ゆづりばななどとも記され，わが国
各地に栽培されている。夏秋の候に地際から「ミョウガ子」と呼ばれている花穂ができて，淡ク
リーム色の花をっぎっぎと開く。
　ミョウガの花は多く咲くが，果実は非常に稀にしかみられないので，植物学者には不稔性のも
のとして取扱われることが多い。しかし各地で散発的に結果・結実が報じられ，著者も新潟県下
の数個所で観察したので，ここにそれらを総合して報告する。
　分布　ミョウガは本州・四国・九州・対島の樹林などに生育し，また各地に栽培されて
いるわが国独特の疏菜である。
　元来ミョウガはこの類（ショウガ科Zingiberaceae）のものと共に南方暖地性の植物であるが
竹中（1953）によれば，5倍体となったために生活力が旺盛となり荒地にも生育し，北海道や朝
鮮のような寒地にも栽培されるようになった。とに角この科では最も北方まで分布している種で
ある。中国大陸の中南部（珠江流域地方・楊子江中上流地方）に産するZingiber　striolαlum
Dielsはミョウガの近似種または同種とも考えられているもので，中国では栽培して食用に供し
ている（伊藤　1911）。
　形態　ミ。ウガは陰湿地によく育っ多年生草本で根茎は円柱状，多節多肉で地下を横走
し，淡黄色を呈し髭根がある。葉は膜質鮮緑色，長楕円状皮針形で先端は鋭く尖り，葉柄基部は
長い葉鞘で偽茎を形成し，膜質の美葉はこれに互生する。偽茎は1年生でやや斜めに直上し，高
さ30－150cmほどで叢生する。
　花夏秋の候に根茎からのびだした短茎の先端に包葉花序を出す。包葉は紫脈紅緑色で多
数重って肥厚し，いわゆる「ミョウガ子」となる。包葉の間から大きな淡クリーム色の花をっぎ
っぎと開く。花は1日でしぼむ。がくは膜質短筒形，花冠の管状部は円柱形で細長く，花弁は3
裂し各々は皮針形で尖り，上部の1片はやや巾広く内方に轡曲し，両側の2裂片は開展している。
　雄しべは1個で線形，花糸は短く黄色の長いやくがあり，やく隔の先端はかぎ形に曲る。やく
は黄褐色で縦裂し多数の花粉を有す。花粉は長楕円形（ラグビーのボール状）で斜に走る縞模様
を有す。仮雄しべから変形した唇弁は雄しべと相対し，広卵形で基部の左右に小裂片がある。
　雌しべの花柱は白色で細長く，雄しべのやく隔を貫き先端は内方に反曲す。柱頭に毛があり，
子房下位である。
　果実　ミョウガ畑には可憐の花が年々多数咲く。しかし果実や種子は非常にすくなく珍
稀なものとされている。
　果実はミョウガ子（苞葉花序）に1個まれに2個ほどっく。熟すると果皮は3個に裂開し，そ
の内面は鮮裂な朱紅色vermilion　redを呈す。
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　種子は1果に1－2個，ときに3個ほどっき黒色で白色の仮種皮arilsをかぶっている。
　果実の形態の解説は多くの図鑑にあるが，図を示しているものは牧野（1961）奥山（1965）な
どと比較的すくない。
　ミョウガの果実のとれた記録はすくない。かって西山市三（もと京都大学教授・農学部）は綾
部市で，竹中要（もと国立遺伝学研究所細胞遺伝部長）は新潟県から得たと御本人から直接お聞
きした。奥山（1965）は群馬県下仁田産のを，その著書に図解し，鈴鹿・渡辺・郡場（1968’71）
は高槻市田能産のものを，井利・小林（1969’71）は新潟県柏崎市と刈羽郡西山町二田産のものを
それぞれ報告している。
　っぎに著者その他の人々によって判明した新潟県産のものを集録する。
　11953年秋新潟県三島郡越路町来迎寺朝日山酒造附近（広川豊康）果実数30－40個
　2　1954年秋　前年と同一地点で広川採集（この地点は2年連続して発見されたが，その後
　　　　　　　　　は結果しないらしい）。
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　9　1971年11月　刈羽郡西山町二田（井利ら）果実数2個
　10　1971年11月　柏崎市北条（井利ら）果実数2個
　なお，古志郡山古志村種苧原坂牧吉太郎の談によれば，同氏宅のミョウガ畑に稀に発見される
が，本年（1972）10月にはみられない由。
　このように新潟県下では海岸地帯（寺泊・西山・柏崎）平野部（五泉・越路）山間多雪地帯（十
日町・津南・板倉・山古志）の各地にわたり散発的に発見されているが，その数はきわめにすく
ない。また，その産地は極限されていないようである（分布図参照）。
　不稔性の考察　　ミョウガの花は畑地でも樹下や荒地でも年々多数咲く。しかし果実はきわ
めて稀にしか認められない。
　本種の染色体にっいてはMorinaga　et　a1（1929）は　2n＝55？　n＝28？　竹中（1932，
’52）は　2n・＝55花粉母細胞の分裂が不規則で平等に2分できなく，これが不稔性の要因とし
ている。Suzuka　et　a1（1968）も　2n＝55を観察してV・る。
　シャウガ属Zingiberの染色体基本数は11と12であるから（Darlington　et　a11945）ミョ
ウガは5倍体である。一般に植物の偶数倍数体には稔性があり，奇数倍数体は不稔の場合が普通
で，ミョウガは同質5倍体で不稔の例とされている。
　しかし本種の雄しべには多数の花粉が形成されSuzuka　et　a1（1968）によれば10％の薦糖を
含む寒天培義基で試験の結果では30－40％が発芽した。胚嚢と花粉との両方または1方が不完
全であれば不稔の要因となるが，本種にっいては更に研究を要することになる。また本種の花の
構造から自花送粉Autogamieではないらしいが，送粉は虫媒送粉Entomogamieか，自家不
和合Selbststerilitatの有無なども検討せねばならない点である。
　種子の発芽試験　　かって竹中要は新潟県産の種子2個を播種したが不発芽だった（鈴鹿ら
1968，鈴鹿1969）。広川豊康は新潟県来迎寺産の種子数十個を1953年秋に新潟大学理学部で発芽
試験を試みたが（20°C定温器中）全部不発芽だった。江村は五泉市橋田産のものを1954年秋から
翌春にわたりペトリ皿で発芽を観察したが不成功に終った。
　ところがSuzuka　et　a1は高槻市田能産の種子10個を慎重に発芽試験を試みた。それによる
と5個はLinsmaier　and　Skoo9のタバコ用組織培養の寒天培地（1965）を用いて25℃で人工
培養し，他の5個は消毒後滅菌土壌に播種して温室で管理した。
　その結果前者からは約2，5個月後に1個体，後者からは約3月後に1個体計2個体の発芽があ
った。
　この発芽した2個体の体細胞染色体はともに53個で，このミョウガの種子を得た親植物の母集
団体細胞より2個少いというきわめて注目すべき新事実が判明した。
要絢　ミョウガZingiberルπogαRoscoeは日本各地に野生または栽培されている多年
生草本餐，どこの集団でも花は多数開くが，果実は稀にしかみられない。新潟県下でも海岸地帯
・平野部・山間多雪地帯の区別なく，稀ではあるが散発的に結果する。
　果実はミョウガ子に1個まれに2個ほどっき，熟すると果皮は3個に裂開し，その内面は鮮麗
な朱紅色を呈す。種子は黒色で白色の仮種皮をかむり各果に1－3個っく。
　本種の果実が稀にしか発見できないのは同質5倍体（2n・＝55）のためと考えられている。鈴鹿
らはミョウガの種子を慎重に管理して2個の幼植物を得た。この幼植物は母集団より染色体が2
個すくない　2n・＝53　というきわめて注目すべき結果を得た。
　ミョウガの不稔性にっいては両性生殖細胞の形成とその生存性・送粉・自家不和合などの点を
更に研究調査せねばならんものと思う。
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　本文を草するにあたり材料や文献にっいて御教示を頂いた方々，特に京都大学山下孝介教授・
新潟大学相馬悌介名与教授ならびに新潟大学理学部広川豊康・東京教育大学理学部相馬研輩・新
潟大学教養部池田泰治の各理学博士に厚く御礼を申上げます。
参　考　文　献
Darlington，　C．　D．　and　E．K．　Janaki　Ammal，1945：Chromosome　Atlas　of　Cultivated　Plants・
　282－284London
江村重雄，1963：生物お国じまん・新潟県の巻。遺伝．17…12…51
本田正治・向坂道治，1930：本田・向坂大綱日本植物分類学。472綜合科学出版協会
井利周治・小林洋一，1971：ミョウガの液果。遺伝．25…6…44
井利周治・小林洋一，1971：ミョウガの果実をみる。新潟県生物教育研究会誌．7…49－50
伊沢凡人，1966：原色日本薬用植物事，典．2…129誠文堂新光社
石井林寧編，1969：最新園芸辞，典．4…1772　誠文堂新光社
伊藤篤太郎，1911：大日本植物図彙．Icones　Plantarum　Japonicarum．1…1…4，1－3六合館
Linsmaier，　E．　M．　and　F．　Skoog，1965：0rganic　Growth　Factor　Requirements　of　Tabaco
　Tissue　Cultures．　Physiol，　Plant．18…100－127
牧野富太郎，1961：牧野新日本植物図鑑．874北隆館
牧野富太郎・村越三千男，1956：原色植物大図鑑，3…206　誠文堂新光社
Morinaga，　E，　E．　Fukushima，　T．　Kano，　Y．　Maruyama　and　Y．　Yamasaki，1929：Chromosome
　Numbers　of　cultivaled　Plants　1エ．　Bot．　Mag．　Tokyo．43…589－594
大井次三郎，1966：日本植物誌．392至文堂
大井次三郎，1967：標準原色図鑑全集，10…54　保育社
奥山春季，1965：原色日本野外植物図譜　4…54，5…66誠文堂新光社
北村四郎・村田　源・小山鉄夫，1964：原色日本植物図鑑（下）72保育社
酒井佐和子，1967：山菜の味．253　婦人画報社
佐藤重平，1950：有用植物と育種．73河出書房
佐藤七郎，1971：野生の花．118　毎日新聞社
鈴鹿紀・渡辺昇・郡場佐和子，1968：ミョウガの種子と染色体．京都園芸，59…51－54
Suzuka，0．　and　S．　Mitsuoka，1968：Zingiber　Mioga　Roscoe，　a　Sterile　Plant．生研時報，20…
　103－107
鈴鹿　紀，1969：ツバキとミョウガ．岳花酒仙，94－96竹中要博士追悼集
竹中　要，1932：不稔性植物の細胞遺伝学的研究（続報）V．メウガの染色体．朝鮮博物学会誌，13
竹中　要，1953：遺伝の基礎知識（3）倍数体と雑種強勢遺伝，7…9…41－47
図　版　説　明
8
ミョゥガ　Zingiber　Mioga　の仮茎と花（矢印）　（新潟県津川町栽培）。
ミョウガ子（苞葉花序）と蕾（2－6，新潟市寺尾栽培）。
ミョウガ子と花。　　　　　　　　　　　4．ミョウガの花（斜正面）。
ミョウガの花（側面）。　　　　　　　　6．ミョウガの雄しべ・やく隔と雌しべの柱頭。
ミョウガの果実，白色の仮種皮をかぶった3個の種子を有す（7・－10，五泉市橋田産
1954年10月）。
ミョウガの果実，仮種皮を切除して1個の黒色種子を示す。
9．果皮が3個に裂開し，朱紅色の内面が展開されている。
10．果実2個をっけた苞葉花序。
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